
(1） 昭和55年5月1日 広報ほ う じ ょ う 第115 号 

町の人口 

（昭和55年3月31日現在） 

前月比較 

男 3,926 (+ 4 ) 

女 4,157 (-18 ) 

計 8,083（一14 ) 

世帯数 2,424 (+ 3 ) 
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三
日
 

五
日
 

上
旬
 

十
日
 

十
一
日
 

五
月
の
こ
よ
み
 

メ
ー
デ
ー
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

こ
ど
も
の
日
、
 
児
童
福
祉
週
間
、
立
夏
 

弁
城
、
藤
寺
「
定
禅
寺
の
藤
」
見
ご
ろ
 

愛
鳥
週
間
 

母
の
日
 

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
常
会
対
抗
）
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6
月
末
で
締
切
相
銀
特
例
納
付
 

年
金
権
を
と
り
戻
す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
 

国
民
年
金
の
払
い
込
み
を
忘
れ
た
り
 

当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
 

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、
老
後
 

の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
 

人
に
、
も
う
一
度
年
金
が
も
ら
え
る
よ
 

う
に
し
よ
う
と
い
う
特
例
納
付
が
い
ま
 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
も
 

本
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
で
打
切
ら
れ
 

ま
す
。
残
さ
れ
た
期
間
も
あ
と
僅
か
で
 

す
。
こ
の
最
後
の
機
会
を
逃
す
と
、
誰
 

れ
も
が
年
金
を
受
け
ら
れ
る
国
民
年
金
 

の
時
代
に
あ
な
た
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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最
近
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
の
方
が
 

多
い
よ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
パ
ー
ト
に
 

よ
る
収
入
と
税
金
の
関
係
に
つ
い
て
説
 

明
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
配
偶
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
 

パ
ー
ト
収
入
に
よ
る
所
得
は
、
通
常
 

給
与
所
得
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
パ
 

ー
ト
の
年
収
か
ら
給
与
所
得
控
除
を
差
 

し
引
い
た
残
額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
 

れ
は
、
ご
主
人
の
所
得
税
を
計
算
す
る
 

と
き
に
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

給
与
所
得
控
除
は
、
年
収
百
二
十
五
 

万
円
ま
で
は
一
律
に
五
十
万
円
と
な
っ
 

て
い
ま
す
か
ら
、
パ
ー
ト
収
入
が
七
十
 

万
円
の
場
合
、
給
与
所
得
は
、
二
十
万
 

円
と
な
り
ま
す
。
 

◇
パ
ー
ト
収
入
に
税
金
が
か
か
る
場
合
 

主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
七
十
万
円
よ
 

・
●
！
 

」
・
 

徐
」
 

り
多
く
な
る
と
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
 

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
主
婦
自
身
に
も
 

所
得
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

収
入
が
い
く
ら
に
な
る
と
税
金
が
か
 

か
る
か
は
、
そ
の
人
が
受
け
ら
れ
る
所
 

得
控
除
の
金
額
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
 

例
え
ば
、
基
礎
控
除
だ
け
と
い
う
場
合
 

に
は
、
パ
ー
ト
に
よ
る
所
得
が
二
十
九
 

万
円
を
超
え
る
と
所
得
税
が
か
か
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
所
得
二
＋
九
万
円
は
、
年
収
で
 

は
七
十
九
万
円
に
相
当
し
ま
す
。
 

以
上
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
別
表
の
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

◇
外
交
員
、
集
金
人
、
諸
芸
教
授
な
ど
 

の
場
合
 

こ
れ
ら
の
方
の
収
入
は
事
業
所
得
と
 

な
り
ま
す
の
で
、
収
入
か
ら
必
要
経
費
 

を
差
し
引
い
た
残
額
で
、
二
十
万
円
以
 , 

年
老
い
て
年
金
が
な
い
と
嘆
く
ま
え
 

に
、
今
な
ら
間
に
合
う
こ
の
最
後
の
チ
 

ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
 

＠
特
例
納
付
の
対
象
 

国
民
年
金
 

に
当
然
加
入
す
べ
き
人
の
保
険
料
未
 

納
期
間
 

＠
特
例
納
付
の
金
額
 

ー
ケ
月
に
 

つ
き
四
、
〇
O

〇
円
 

＠
納
付
期
限
 

昭
和
五
十
五
年
六
 

月
三
十
日
 

※
 
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
 

ま
で
 

下
か
、
又
は
二
十
九
万
円
を
超
え
る
か
 

ど
う
か
を
判
定
し
ま
す
。
 

（別表） パート収入と所得税 

パー ト年収 
夫の所得から 
配偶者控除が 

得
 

所
 

こ
 

入
 

収
 

k
ー 

一
が
 

パ
税
 

70万円以下 受けられる かからない 

70万円超 

79万円以下 
受けられない かからない 

79万円超 受けられない かかる 

特

選

入

賞

者

多

数

 

第
2
回
学
生
書
き
初
め
コ
ン
ク
ー
ル
 

昭
和
 55
 

年
1

月
に
学
生
書
き
初
め
コ
 

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
方
城
書
 

育
支
部
で
は
会
員
 95
 

名
の
う
ち
、
 
75 

名
 

が
出
品
し
ま
し
た
。
 

本
会
の
規
定
は
出
品
総
数
の
1

割
に
 

特
選
が
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
方
城
書
育
 

支
部
は
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
、
特
選
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

開
園
せ
ま
る
 
「
み
ろ
く
園
」
 

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
 

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
み
ろ
く
園
 

徳
会
」
 

」
が
，
伊
方
見
六
の
芦
馬
虎
雄
氏
宅
裏
 

⑧
 
定
員
 
4
0

名
 

の
山
す
そ
に
建
設
中
で
あ
る
が
、
い
ょ
 

④
 
敷
地
面
積
 

い
よ
6

月
1

日
に
開
園
す
る
。
 

み
ろ
く
園
は
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
 

と
こ
ろ
に
位
置
し
．
 
一
望
す
れ
ば
田
川
 

市
郡
が
眼
下
に
見
渡
せ
る
、
環
境
的
に
 

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
辺
に
 

同
様
な
施
設
が
少
な
い
た
め
開
園
を
目
 

前
に
ひ
か
え
た
現
在
定
員
を
は
る
か
に
 

上
回
る
入
所
申
込
が
殺
到
し
て
い
る
。
 

こ
の
た
め
将
来
は
増
築
す
る
計
画
を
す
 

で
に
検
討
中
で
あ
る
。
な
お
概
要
は
次
 

の
と
お
り
。
 

①
 
名
称
 
精
神
簿
弱
者
更
生
施
設
「
 

み
ろ
く
園
」
 

②
 
経
営
主
体
 
社
会
福
祉
法
人
「
豊
 

&
1
3
9
d
 

⑤
 
建
物
の
規
模
及
び
構
造
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2

階
建
、
冷
 

暖
房
設
備
付
、
延
床
面
積
L
2
4
8
 

d
。 

⑥
 
指
導
方
針
 
各
人
の
適
性
と
特
性
 

を
伸
ば
し
、
適
切
な
管
理
運
営
の
も
 

と
に
、
社
会
復
帰
を
目
的
と
し
て
生
 

活
指
導
、
職
業
指
導
、
情
操
教
育
等
 

を
行
な
う
。
 

⑦
 
入
所
に
つ
い
て
 

囚
 
入
所
は
 15 

才
以
上
の
男
子
、
又
 

は
女
子
の
ち
え
お
く
れ
の
人
、
但
し
 

精
神
病
や
伝
染
性
の
病
気
の
あ
る
人
 

団
体
生
活
に
支
障
の
あ
る
人
は
入
所
 

出
来
ま
せ
ん
。
 

⑧
 
入
所
希
望
者
は
、
所
轄
の
福
祉
 

事
務
所
、
役
場
、
民
生
委
員
に
相
談
 

し
て
く
だ
さ
い
。
入
所
決
定
通
知
が
 

あ
っ
た
ら
施
設
に
身
元
引
受
書
、
転
 

出
入
証
明
書
、
健
康
診
断
書
等
を
提
 

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

中
原
、
 
観

音

堂

新

築

 

昭
和
 28 

年
、
中
原
地
区
に
建
設
さ
れ
 

た
観
音
堂
は
老
朽
化
が
ひ
ど
く
危
険
な
 

状
態
で
あ
り
、
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ
 

て
い
た
が
、
こ
の
た
び
朝
部
総
建
（
朝
 

部
勝
江
さ
ん
）
の
ご
好
意
に
よ
り
新
築
 

さ
れ
た
。
 

地
域
住
民
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
、
観
 

音
像
は
文
政
5

年
の
正
月
に
祭
ら
れ
た
 

も
の
で
す
が
、
木
像
の
仏
様
の
作
成
年
 

月
は
不
明
で
す
。
こ
の
彩
色
は
今
か
ら
 

朝

部

総

建

同

 

80 

年
前
、
久
保
田
晴
太
郎
氏
の
母
、
お
 

よ
び
朝
部
角
平
氏
が
主
体
と
な
り
行
っ
 

た。 な
お
新
築
し
た
観
音
堂
の
位
置
は
、
 

旧
観
音
堂
よ
り
 50 

m
位
離
れ
て
い
る
、
 

旧
中
原
公
民
館
跡
地
に
変
更
、
ま
た
新
 

築
を
機
会
に
中
原
地
区
の
高
令
者
が
主
 

体
と
な
り
仏
像
も
彩
色
し
た
。
 

観
音
堂
の
中
に
は
四
季
お
り
お
り
の
 

花
が
た
え
ず
供
え
ら
れ
て
い
る
。
 

特
選
入
賞
者
 

（
小
学
1

年
）
堀
之
内
あ
ゆ
み
 

（
小
学
3

年
）
高
崎
志
保
 

（
小
学
4

年
）
原
田
香
織
、
仲
島
康
子
、
 

2
割
の
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

錦
戸
千
鶴
、
池
永
隆
次
 

（
小
学
5

年
）
仲
村
芳
美
、
 

池
本
美
穂
、
仲
村
め
ぐ
み
、
 

仲
村
優
治
 

（
小
学
6

年
）
中
川
由
香
利
、
 

丸
山
直
勝
、
浜
田
千
穂
 

（
中
学
3

年
）
原
田
辰
也
、
 

山
崎
幸
徳
 

準
特
選
 23 

名
、
秀
作
 22 

名
 

佳
作
 15
 

名。 

す
ず
ら
ん
保
育
所
開
園
 

社
会
福
祉
法
人
 

菊
陽
会
 

大
字
伊
方
萩
ケ
原
に
「
す
ず
ら
ん
保
 

育
所
」
が
新
設
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
 

開
園
し
た
。
 

こ
の
保
育
所
の
特
色
は
3

才
未
満
児
 

(0

才
児
を
含
む
）
を
収
容
す
る
こ
と
 

で
あ
る
（
町
立
保
育
所
は
4

カ
所
あ
る
 

が
、
0

才
児
は
収
容
し
な
い
）
す
ぐ
近
 

く
に
年
次
計
画
に
よ
る
高
層
町
営
住
宅
 

が
、
続
々
と
建
設
中
で
あ
り
、
す
ず
ら
 

ん
保
育
園
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
 

概
要
は
次
の
と
お
り
。
 

①
 
名
称
 
す
ず
ら
ん
保
育
所
 

②
 
経
営
主
体
 
社
会
福
祉
法
人
「
菊
 

陽
会
」
 

⑧
 
定
員
 
60
 

名
 

④
 
敷
地
面
積
 

L
l
2
0

屍
 

⑤
 
建
物
の
規
模
及
び
構
造
 

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
平
屋
建
、
 

延
床
面
積
4
5
3
d
 

5月10日～16日 愛鳥週 間

野鳥との敏共存”を考えよう 

鳥
と
く
に
野
鳥
は
 

公
害
な
ど
に
よ
る
環
 

境
の
変
化
に
敏
感
で
 

す
。
生
息
条
件
の
ち
 

ょ
っ
と
し
た
変
化
も
 

鳥
た
ち
に
影
響
を
与
 

え
る
こ
と
が
多
く
、
 

気
が
つ
い
た
と
き
に
 

繊
 は

、
も
う
ど
こ
か
へ
引
っ
越
し
て
し
 

ま
っ
た
あ
と
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
 

野
鳥
に
と
っ
て
す
み
よ
い
環
境
は
 

人
間
に
と
っ
て
も
よ
い
生
活
環
境
で
 

あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

五
月
十
日
か
ら
十
六
日
は
「
愛
鳥
 

週
間
」
 
で
す
。
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
 

て
生
活
環
境
保
全
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
 

と
な
る
野
鳥
と
の
カ
共
存
・
に
つ
い
 

て
、
い
ま
一
度
考
え
を
新
た
に
し
た
 

い
も
の
で
す
。
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v騒
網
繋
 

昭
和
 55 

年
2

級
建
築
士
試
験
に
つ
い
て
 

試
験
日
 

「
学
科
試
験
」
 

7
月
 27
 

日
（
日
）
 

「
設
計
製
図
試
験
」
 

9
月
 14 

日
（
日
）
 

試
験
場
 

福
岡
市
西
区
七
隈
一
一
 

福
岡
大
学
（
1

・
2
 

10 

号
館
）
 

受
付
期
間
 
昭
和
 55 

年
5

月
 12 

日
か
ら
 

5
月
 16
 

日
ま
で
 

受
付
場
所
 
県
庁
西
中
洲
分
館
及
び
県
 

土
木
事
務
所
建
築
課
 

受
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
の
交
付
 

5
月
1

日
（
木
）
か
ら
県
 

庁
建
築
課
別
室
建
築
士
係
 

及
び
最
寄
り
の
県
土
木
事
 

務
所
建
築
課
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福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
に
つ
い
て
 

試
験
区
分
…
警
察
官
A

（
大
学
卒
業
者
）
受
付
期
間
…
4

月
 15
 

日
か
ら
5

月
 14
 

日
 

警
察
官
B

（
そ
の
他
の
者
）
 

ま
で
 

受
験
資
格
…
昭
和
 27 

年
4

月
2

日
か
ら
 

試
験
日
 

6
月
1

日
（
日
）
 

昭
和
 37
 

年
4

月
1

日
ま
で
 

試
験
地
 

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
飯
 

に
生
ま
れ
た
男
子
 

塚
市
、
久
留
米
市
 

住
宅
や
住
宅
用
地
を
 

取
得
さ
れ
た
方
へ
 

取
得
の
日
か
ら
六
〇
日
以
内
に
申
告
 

さ
れ
な
い
と
一
六
五
房
以
下
の
住
宅
等
 

で
あ
っ
て
も
、
不
動
産
取
得
税
が
減
額
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
御
注
意
く
だ
さ
い
。
 

（
問
合
せ
は
田
川
財
務
事
務
所
へ
）
 

T
E
L
 
〇
九
四
七
四
 
④
 
八
一
一
一
 

内
線
三
三
 

そ
の
他
 

こ
の
試
験
で
千
葉
県
を
受
 

験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

問
合
せ
先
…
福
岡
県
人
事
委
員
会
 

（
二
九
一
ー
」
ひ
六
七
）
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
 

（
七
四
一
ー
二
三
二
一
）
 

近
く
の
警
察
署
、
派
出
所
へ
 

（
注
・
こ
の
試
験
は
昭
和
 55
 

年
9

月
採
 

用
予
定
の
た
め
、
昭
和
 56 

年
3

月
卒
 

業
見
込
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）
 

日
曜
句
会
 

突
き
減
り
レ
 
杖
が
頼
り
の
遍
路
坂
 

一
食
を
お
し
い
た
だ
き
て
老
遍
路
 

桜
ん
坊
 

沈
丁
の
香
り
漂
ふ
 
路
地
に
入
る
 

石
切
り
の
音
の
途
絶
え
て
日
脚
伸
ぶ
 

田
沖
み
さ
お
 

糸
つ
む
ぐ
織
娘
に
似
合
う
春
耕
 

野
猿
に
も
名
前
を
つ
け
て
梅
の
寺
 

鈴
木
秋
風
子
 

句
座
の
灯
の
こ
こ
に
及
べ
る
白
椿
 

菜
の
花
や
用
は
な
け
れ
ど
顔
見
せ
に
 

桑
野
園
女
 

も
の
憂
し
や
 
な
か
な
か
抜
け
ぬ
春
 

の
風
邪
 

代
役
の
白
足
袋
は
い
て
出
る
用
事
 

林
ィ
シ
ノ
 

春
風
や
隣
の
笑
い
き
こ
え
く
る
 

春
鵬
 
止
ま
る
に
細
き
梢
か
な
 

岩
猿
み
つ
子
 

流
し
雛
 
清
め
の
塩
を
高
々
と
 

流
れ
行
く
 
雛
に
散
華
の
紙
吹
雪
 

西
山
ひ
さ
し
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
霜
柱
立
つ
あ
ぜ
を
往
 

とさ 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
霜
柱
立
つ
あ
ぜ
を
往
き
 

点
字
打
つ
 

霜
夜
静
も
り
指
の
冷
え
 

前
村
 

瓜
生
茂
治
 

文
政
の
昔
を
語
る
観
音
堂
 

新
築
の
観
音
参
り
も
足
軽
く
 

中
原
 
末
松
 
栄
 

短
 

歌
 

ま
ち
わ
び
し
観
音
堂
も
出
来
あ
が
り
 

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
参
る
楽
し
さ
 

中
原
 
立
花
サ
カ
エ
 

御
仏
の
姿
あ
お
ぎ
て
祈
る
の
も
 

こ
の
中
原
の
永
遠
の
栄
え
を
 

中
原
 
朝
部
ト
モ
エ
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
 

①
 
講
習
日
時
 
昭
和
 55
 

年
6

月
1

日
 

（
日
）
9

時
か
ら
 17
 

時
ま
で
 

②
 
講
習
場
所
 
田
川
市
平
松
町
3

番
 

36
 

号
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

⑧
 
講
習
科
目
 

＠
危
険
物
関
係
法
令
 

＠
基
礎
物
理
学
及
び
基
礎
化
学
 

＠
危
険
物
の
性
質
並
び
に
火
災
予
防
 

及
び
消
火
方
法
 

④
 
受
講
者
の
受
付
 

L
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

田
川
市
新
町
（
麓
田
④
〇
六
五
〇
）
 

2
 

田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
‘
 

田
川
郡
金
田
町
大
字
金
田
（
費
金
 

②
O

三
〇
七
 

⑤
 
受
講
料
 
三
、
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
 

ト
代
含
）
 

⑥
 
受
講
の
申
込
 
5
月
6

日
か
ら
5
 

月
 19
 

日
ま
で
 

問
合
せ
は
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
 

課
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

⑦
 
受
験
願
書
の
受
付
 

5
月
6

日
か
ら
5

月
 19 

日
ま
で
前
記
 

受
講
者
の
受
付
署
所
に
申
込
ん
で
く
 

だ
さ
い
。
 

国
税
専
門
官
募
集
（
大
学
卒
業
程
度
）
 

o
国
税
専
門
官
を
全
国
で
約
6
0
0

名
 

採
用
し
ま
す
。
 

o
受
験
資
格
は
、
昭
和
 28 

年
4

月
2

日
 

ー
昭
和
 34 

年
4

月
1

日
生
れ
の
者
で
す
 

o
受
験
申
込
受
付
は
、
5

月
 14 

日
困
ー
 

5
月
 22 

日
困
で
す
。
 

o
第
一
次
試
験
は
、
7

月
 12 

日
田
1
7
 

月
 13 

日
同
に
福
岡
市
南
区
玉
川
町
 93 

第
一
薬
科
大
学
で
教
養
試
験
及
び
専
門
 

試
験
 

o
勤
務
地
は
、
大
部
分
が
東
京
、
関
東
 

信
越
、
名
古
屋
及
び
大
阪
の
各
国
税
局
 

管
内
の
税
務
署
と
な
り
ま
す
が
、
若
干
 

名
が
そ
の
他
の
国
税
局
管
内
の
税
務
署
 

と
な
り
ま
す
。
 

※
 
希
望
者
は
、
福
岡
国
税
局
、
各
税
 

務
署
又
は
大
学
の
就
職
担
当
課
に
受
験
 

申
込
書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
験
申
込
書
の
提
出
先
は
、
福
岡
国
税
 

局
人
事
第
二
課
で
す
。
 

お
問
合
せ
は
、
福
岡
国
税
局
（
〇
九
 

ニ
ー
四
一
一
ー
〇
O

三
一
）
又
は
最
寄
 

り
の
税
務
署
 

長

●

っ

 

昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
発
行
 

ょ

号

 

発
 
行
 
方

城

町

役

 

”レ 

5
 

広
 

●
つ
1
 

ま
く
 

'
 

印
 
刷

協

 
和
 

印
 

刷
 

11
 

編
 
集
 
企
 

画
 

室場 


